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令和元年度茨城県男女共同参画審議会 

  

１ 日 時  

令和元年８月２０日（火）10 時 30 分～12 時 00 分 

 

２ 場 所 

 茨城県市町村会館２階２０１会議室 

 

３ 出席者 （敬称略，五十音順） 

  青木 雅弘（茨城県産婦人科医会長） 

阿部 重典（茨城放送 取締役編成局長） 

  飯田 昭子（連合茨城女性委員会副委員長） 

  小野瀬 繁子（茨城県学校長会副会長） 

  清山 玲（茨城大学人文社会科学部教授） 

  中島 美那子（茨城キリスト教大学文学部教授） 

  中村 香代（㈱わかさキャリアコンシェルジュ代表取締役） 

  仲山 郁夫（ＮＰＯ法人ウィメンズネット「らいず」会員） 

  俵田 憲諭（茨城労働局雇用環境・均等室長） 

平塚 知真子（イーディーエル㈱代表取締役社長） 

三富 和代（茨城県女性団体連盟会長） 

  横田 祥（(有)横田農場 加工販売部門責任者） 

 

３ 議 事 

 各議事について事務局から説明後，検討を行った。 

①茨城県男女共同参画基本計画（第３次）の概要及び進捗状況について 

 （主な意見） 

  ・家族経営協定については，賃金その他の労働時間等も一応家族内で見直す機会

としてご活用くださいということで，ぜひこれは推進していただきたい。 

②茨城県女性活躍推進計画の概要及び進捗状況について 

 （主な意見） 

 ・女性活躍は，男性が地域と家庭でどう活躍できるのかというところがポイント。 

・茨城は，女性の働く意識が低い。若いうちから，働くことの観念をしっかり植 

え付けていくことが重要では。 

・茨城は，働いている女性がというか，働いている家族，勤労世帯が介護を抱え 

ながら続けられるという状況が弱い気がする。 

③今後のスケジュール（案）について 

  （主な意見） 

  特になし。 

 

４ 報告事項 

 ①茨城県男女共同参画推進条例の一部改正及び性的マイノリティへの支援策に 

ついて 


